













Women in British Literature:
Women and their Lives in British Stories
吉　野　啓　子
YOSHINO Keiko
This paper is about women, especially heroines, and their lives in British stories. The first 
section focuses on the beginning of my research career and on my selection of authors and 
their stories. The second section is about the author’s technique in the selected stories. The 








































































次の年は、石田幸太郎先生にご意見を頂きたいという思いもあって、”Symbols of Birds in A 




















翌年は、以前から取り組みたいと思っていた Elizabeth Bowen の作品を取り上げた。Joyce
の作風の流れを持つ作家であるが、女性独特の感性で作品を描き、また階級社会についての言
及も鋭く、其の上、作品技巧も素晴らしいものがあると感じたからである。
“A Study of the Technique in The House in Paris by Elizabeth Bowen“4）というテーマで、
この作品の大きな特徴である flash back の技法や、言葉の選択とその効果、さらに作品全体を








この年は、もう一件、本学の英語英文学会誌の “Insight” に ”A Study of Katherine Mansfield 







































































いえない作品であるが、他の作品にはないユニークさがあると思い「Katherine Mansfield の 











































この同じ年の 10 月に、同じ作家の同じ作品を、違う観点でリサーチして ”A Study of Solitude 
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